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北方町小中４校合同 子どもたちの困り感を一緒に考えてみよう 
●障がいのある子の相談 

保護者の相談には、子どもを白紙で見る。検査より一緒に遊びながら、お母さんと

共に考えていく。 

療育の根底は「汝ら、この小さき者の一人をも慎みて侮るなかれ」(当時の大学の柚

木先生の言葉)を大事にして取り組んでいる。 

公民館の一室から始まった教室が広がり、もとす広域連合幼児療育センターにつな

がっている。 

●事前の質問から、発達障がいの種類、見分けるポイント、接し方言葉かけ等につい

て資料が作られていました。 

 発達障がいは、生まれつきの脳機能の発達の偏りで遅れではない。困って親は疲れていく。気づ

きを大事にして、サポートの仕方を学んでいく必要がある。その方法としては、言

葉は消えるので、視覚的に絵や文字、図などにしたり、スケジュールを示したりす

ると意識できたり安心したりす

る。 

 明確に示すことが必要で、人と

の距離感がない子に、手を伸ばし

て、これ以上近づかないことを教

えるといった、ふるまい方を具体

的に示すこと。 

●18歳をこえると 

 高校までは、自分の椅子が決ま

っている。大学は自由席。いつもの場所が安心な場合の子は違う場所だ

と不安定になる。今まで自分の自由になることがあったが少なくなる。

人に合わせることはストレスになる。といったように、これまでは学校の先生が相談役

になっていたが、支える人は親だけになる。だから、そうなる前に、自立として食事、

衛生面、健康管理などの対応の仕方について教えておく必要がある。 

   就労になると、指示されての対応が難しい。集団の中での対応が不適切になると、失

敗が多くなる。家にこもりがちになる等を防ぐため、好きなことをする時間が必要。 

●司会者から質問 

事前に質問事項をアンケートで集めその中から、医者の選び方、特別支援学校や学級

への就学について、学校での班活動での支援、受験についてなど現実に即して質問があり、講師から医療機関名、高校

にも特別支援コーディネーターがいるので、相談することが必要である等の話がされました。 

◆感想 

・どんなに小さな子供、弱い立場にいる者にも、敬う気持ちを持って、誠意をもって接することを忘れない。 

・「子どもの困った行動＝子どもが留まっている」「子どものこだわり=安心」という事に気づけたので、少し心にゆとりを持って

接しようと思います。 

・幼少期、療育センターに子どもがお世話になり、その時はいっぱいいっぱいで子どもに向き合っていたことが改めて冷静

に理解できました。 

 

岐阜県環境生活部  
 環境生活政策課 
家庭教育推進専門職：河野  
（℡058-272-8752） 

開催日：10月18日（金） 
瑞穂市教育委員会幼児支援課 

子育て相談員 武内由美 氏 

 

コメント 

参加者は、資料を食い入るように見たり、熱心に聞き入ったり、メモを取り続けたりして、学ぶ姿勢が素晴ら

しいです。事前のアンケートで質問事項を集約し、講演者に意図的に話をしてもらったり、参加者に意欲を持た

せたりするなど、工夫がよくされていました。子どもに対する親の構え「応援者である」という点が感想に多く

あり、子どもの為に学びたいという意欲がかなり高いと感じる講演会でした。 

（講演会型）
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講演資料の一部 

 



 

瑞穂市 本田小学校  メディカルアロマ（講演会型＋体験活動型＋サロン型） 
開催日:10 月１７日（木） 
講師: メディカルアロマ 
○セルフケアセラピスト講師 
ﾏﾏ&ﾁｬｲﾙﾄﾞｾﾙﾌｾﾗﾋﾟｽﾄ 堀部 智子 氏 

○ボディメンテナンス講師 
健康管理士 小川 祐加子 氏 

●メディカルアロマについて 

アロマというと一般的に香りや癒し、マッサージと

思われるが医療での利用がフランスで考えられて

います。副作用がなく、子ども、妊婦さんにも安心し

て使え、ペットにも利用できます。留意点として 

・成分分析表がついているものを使う。 

・精油そのものは濃いので、薄めて利用する。それぞれによる。 

●個人の体質診断：チェック表を用いて自己診断を行い、少ない成分が分かり、

メンタルや体力の傾向も見えてくる。必要な成分でアロマを利用する。 

●ラベンダーと言っても 

・ラベンダーアングスティフォリアは鎮静作用、ラベンダーストエカスはケトン

を多く含むため、脂肪溶解作用があり、ダイエット・蓄膿症に有効、ラベンダ

ースピカは火傷・けがに有効といったように様々なものがある。 

●ラベンダークリーム、かかとつるつるクリーム作り 

・精油をクリームと混ぜてから、グリセリンも混ぜて作る。 

＜感 想＞ 

●アロマの知識は全くありませんでしたが、身体やメンタルにプラスになるも

のという事が分かりました。実用的なクリームを作らせていただきありがと

うございました。ぜひ活用していきたいと思います。 

●香りだけでなく色々 な効果がある事を知りました。病院に行く前のセルフケアとして

使えたらいいなと思いました。手軽にクリームが作れて楽しかったです。 

◆コメント 
アロマの効能や種類、精油の選び方について詳しく教えていただきました。

成分分析表というものを確認して利用することは大事であり、アロマ自体に副作用はない事がわかり安心して利用でき

ると感じました。 

自分で精油やクリームやジェル・ウォーターを利用して作れるようになれば、自分だけでなく家族の体調管理にも利

用ができるようです。講師と近くで作業ができ、話しやすい雰囲気があり、とても良いと感じました。 
 
山県市子育て支援課 木育教室・（乳幼児相談）   
開催日:10 月２８日（月） 
10：０0～11：０0 
講師：おもちゃコンサルタント

マスター：浅野美香子氏  
 

●活動内容  

教室の部屋には、岐阜県のグッドトイのつみぼぼ・まあ

るいつみき・森の恵み・樹種プレートといったおもちゃや、

高さに合わせて変化できる椅子、車等非常に多くのおも

ちゃがあり、触って、固さ、感触、色、におい、温かさなど

を感じられるもの、お話を想像できるもの、自分で工夫で

きるもの等があり、子どもの成長発達を促しています。活

動しながら親子でのコミュニケーション、友達作りもできる素晴らしい環境です。 

講師はおもちゃの遊び方を教えたり、相談役になって活動したりしています。サロン的

な位置づけもあり、「また来ようね」という声が上がる等、参加者にも好評でした。 

教室は平成29年から月1回、乳幼児相談と同時開催されています。  

参加者の感想 

・初めてだけど楽しい。・どこにでもあるものではない。ふちが切ってあり安全。・さわり心地、すわり心地がいい。 

・子どもがこの形が気に入っていてずっと持ってます。・木で触れ合う機会が少ないのでよい部屋です。 

・色々な木、形、感触が楽しい。自然素材がよい。一つ一つ遊び方がある。 

コメント 

木の椅子に座ると丁度おしりがすっぽりでくつろぐ感じの子、たくさん積んだり、ドミノのよ

うに並べて、倒して遊ぶ子など、親子でゆったりとできたり、お話したりということで、木のお

もちゃの良さを体感できていました。自由に遊ぶ中で、講師が教えたり、話を聞いたりして、親

子にとって楽しい時間になっていました。 

 

（体験活動型+サロン型）
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第３回 岐阜地区家庭教育推進会議 

令和元年10月29日（火）会場：岐阜県立岐阜工業高等学校 

第２回 岐阜地区幼・小・中・義・高生徒指導連携強化委員会及び第３回岐阜地区家庭教育推進会議に各市町

の家庭教育担当者を含め約８０名が参加しました。 

１ 全体会 林岐阜教育事務所長のあいさつの後  

① 岐阜工業高等学校説明では、相談しやすい環境、ＭＳリーダース、情報一 

 元化、スタート週間等明確な方針で成果が出ている事を紹介。 

② 岐阜教育事務所からは、心の居場所づくり、個と個をつなぐ絆づくり 

③ はなぞの北幼稚園からは、教育環境 交流の紹介などがありました。 

２ 県立岐阜工業高等学校授業参観 

実習現場の生徒の堂々とした説明や主体的

な活動があり、目的意識の高さを感じることができた。すれ違う生徒、実習中の

生徒の「こんにちは」というはきはきしたあいさつが気持ち良いです。江口校長

先生からも、「あいさつはいつもできています」とのお話があり、高校の指導方

針の明確さを感じました。 

３ 居場所づくりと絆づくり交流会：岐阜工業の生徒が各分科会に参加 

 自己紹介では、各自ががんばっていることを話す機会があり、高校生の夢の実

現に向かう話や参加者の地域での活動の話で、互いが認め話しやすい雰囲気に

なっていきました。 

「家庭や地域の中で共に生きていてよかったこと」について話し合う中で、

高校生の「小学生のころ見守り隊の方が登下校で見ていて頂いたことが、中学

生になって、ああ、自分は守られていたんだと感じた」という話や、「自分が新

しいことをしようとしたときに応援してくれたり支えてくれたりする家族が有

難いと思った。」という話から、いつも関わっていただいているとふと感じる事

があり、関わる大切さを感じました。 

地域での行事に高校生が参加する時にも「あいさつ」には人と人との絆を生む大きな役割があり、家庭での基

本的生活習慣を大事にすることが大事ですね。 

 
岐南町にこにこ育児講座 楽しいヨガで心も体もリフレッシュ   
開催日:10 月 19 日（土） 
10：30～11：30 
講師: 岐阜聖徳学園大学  

尾関 唯未 氏 

●講演内容 

講師と講師のお子さん 2人が体を動かしながら

の笑いヨガの説明と活動を紹介されました。参加者

で手をつないで円になって体を動かして楽しみま

した。内容として、手拍子しながら「ほっほははは」 

と笑う。同様に美容クリーム、アロハ笑、ミルクセー

キ笑（手でシェイクを降る）等の活動。その後みん

なで大きな輪になったり、小さくなったりして楽しん

だり、ボール(触ると光るいぼいぼ)でマッサージをしたりした後、「母の辛抱としあわせ」の

物語を観てから、最後にシャバーサナ(ヨガのポーズ)をして、リラックスした時間を過ごし

ました。 
コメント 
笑いヨガは、いろいろな形で行われますが、リフレッシュに最適です。今回、子どもが一緒にいる 

ことで、自然に笑えて和やかな雰囲気があり落ち着きます。 
参加者のお父さんに感想を聞くと「楽しかった、身体があたたまってよかった。子どもが大きくな 

るともっと楽しく一緒にできそう。」と話され、お母さんも「子どもが笑っていて楽しそう。家でもや 
りたい」と話されていて、家族一緒が好印象でした。 
 
●にこにこサロン 地域子育て支援拠点 

 会場のやすらぎ苑の中の別室には、広い部屋に遊具(木製のジ ャ 

ングルジムや滑り台) がたくさん設置してある「子育てサロン」 

があります。土曜日は「パパサロン」として開設しているため、 

夫婦で訪れる子育て家庭も多くありました。 

今回の講座は出入り自由ということで、時々サロンに行った 

り、そちらから覗きに来たりする家族もあって、参加しやすい環 

境が良いですね。 

（体験活動型 
+サロン型）
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家庭教育プログラム次世代編の紹介 

 岐阜県のホームページの「教育文化スポーツ・青少年→生涯学習・青少年→社会教育→家庭教育 家庭教育

プログラム」と進んでいくとプログラムを見ることができます。今回はその中のワークシートや資料を紹介し

ます。秋の日はつるべ落とし、秋の夜長という季節になってきましたが、睡眠についてのプログラムです。セ

ルフチェックをしながら、家族の睡眠について交流してみましょう。 
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